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  対象は、アラビア語を母国語とするチュニジアの子ども 543人である。内訳は、幼稚園児 109人（平
均年齢 5.7歳）、小学 1年生児 107人（6.8歳）、2年生児 102人（7.8歳）、3年生児 115人（8.8歳）、
4年生児 110人（9.9歳）である。全員、レーブン色彩マトリックス検査（Raven’s colored progressive 
matrices test, RCPM）により、-1.5SD 以上の点数の子どもであり、中等度以上の重篤な知的障害は
ないと判断されている。家族の社会経済階層は、低～中層であった。 
  行った検査は以下の通りである。認知要因に関する検査としては、音韻処理課題としての非語復唱
（non-word repetition）と音素欠落復唱課題（phoneme deletion）、自動化課題としての RAN、理解
-２ 
語彙課題としての抽象語彙検査（standardized test of abstract words, SCTAW）、視覚認知課題と


































































平成 26 年 10 月 23 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
